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の。精子器は柄細胞と，その上lζ出来る数個の精子襲母細胞と，それか

ら形成された 1個又は数個の精子墜とからだけで出来ているとともある。

(例 :オゴ ノリ ;サシゴモ科L

精子器斑 Antheridial sorus 

藻体の表而lζ村子器が斑点状[ζ集合して出来ているもの。

(例 :テングサ ;ダノレス)

Summary 

1n this paper is given a morphological description of th巴 f巴rtilesexllal and 

asexllal specimens of LaU1-encia lIiρρonica YAMADA collect巴CIby the writ巴rhimself 
at NOll， Koclomari and GOZll in Echigo Province， on the Japan Sea coast of Central 
Honshu. This species is fOllncl to be dioeciolls. There is no essential di庄町巴nce

in the veg巴tativestructllres among I'he male， female， and tetrasporic plants. Longi-
tuclinal sections of th巴 cystocarp'revealecl the presence of nutritive fila口1巴ntous

cells issllecl from the gonimoblast ancl lining the pericarp (Textfig. 2， C; PI. 1， 

Fig. D) 
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“アサクサノ リ"の生長 lと対す る

アミノ 酸及びプ リン'類の効果
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amino acids and purines 011 the growth of P01ph.yra 

最近#'1.肥 1.(1，内臓自己消化液などが Hアサクサノリ "に対して良好な
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肥料効果を示す乙とが報告され，或る種の有機物がノリ lζ対して生長促進作

用を有するものと予想されるが， “アナクナノリ "の有機栄養要求に関して

は従来研究が少なく ，岩崎・松平(1958)がグ 91/:/・パリ γの効果について，

金沢・柏田 (1959)がア ミノ酸混合物， ピタミ γ混合物， カツ万幽門歪エキス

の効果について夫々報告しているに過ぎない。著者等は人工海水に各種ア ミ

ノ酸及びプリシ類を添加して “アサクナノ 9"の培養試験を行なった結果，

若干のアミノ酸及びプリン類について生長促進効果を認めたので以下IC報告

する。

実 験 方 法

実験 iζ使用 したノリは神奈川県富岡漁場で 12 月 I~J下句 lζ採取されたも

ので，その単胞子発芽体及び 1cm2 Iζ切った架体片について培養試験を行な

った。

培養液 20mlと1cm2の莱体片 7枚または発芽体の治生した 6cmのク

レモナ糸条を， 40 ml容試験管!こ人れ MONOD式振誼器(毎分 30回振世)で

7日乃至 12日間培養した。 培養期間中，光は白色蛍光灯で 6，000Iux，水温

は 13~150C とし ， 培養液は毎日更新した。

生長の度合は， 発'!;j:体約20個についての平均細胞数或いは莱体片 7枚

についての平均紫面積を排出して去示した。

基本培養液としては人工海水A2及び B2を使用した。 人工iiu:水 A2は

その 1l中!と下記成分を含有し，比重 1.026，塩素量 19.6桁，pH7.8である。

下記成分中，Na2EDTA及び微量金属成分は別の溶液lζ作成したのち添

加した。人工海水 B2は下記成分から Na2EDTAを除外したものである。

NaCl 28.3 g NH，OH (28;;<:) 0.06 mg 

MgSO，.7H20 7.0 (NH，)，SO， 2-1 

MgCl，・6H20 5.1 NaN03 16 

CaCI2・2H20 2.4 N"2HPO，・12H20 10 

KCI 7-10 mg N~2EDTA ・ 2H，O ワ

NaHC03 210 2nSO.1・7H20 l 

NaBr 80 MnSO，'nH20 300 r 

H3B03 60 FeSO，・7H20 50 

AICl3・6H20 2.6 Na2MoO，・2H，O 50 

LiN03 0.14 CoSO 3 

H3PO， (85%) 0.24 CUSO.I・5H20 0.5 

- 13-



92 t誕類第8巻第3号 IIH和35年12月

基本培養液にアミノ酸またはプリ γ類を添加し蒸気浴中 1時間滅菌した

ものを培養に使用したが，培養lζ際しては無菌操作を行なっていない。従っ

て完全な無菌培養ではないが培養期間中に細菌繁殖による潤濁は認めない。

また，人工潟水成分中lζ珪酸塩を含まず珪藻の繁摘も極めて僅少である。放

に培養結果はア 1ノ酸及びプ リγ類の直接的作用を示すものとして差支えな

いと考えられる。

実験結果及び考察

アミノ酸2.5mg/lを添加した人工海水 A2または B2を培養液として，

胞子発芽体または lcm2の葉体片を培養した結果は卸l表の如くである。

幼芽の生長に対して著しい促進効果を有するアミノ酸はかアラニ シ，リ

il './ ，ゼリ γで，12 日後 44~37 細胞，即ち対照の 137~1l6% に相当する生

長を示した。 乙れに反し，ヒスチジ/'，チロ ジ/'，グノレタミシ酸，グノレタミ

シ ， 日一アラ ニ シ ， アノレギニ Yは幼芽生長 !ζ著しく 阻害的で， 対照の 26~36%

に相当する生長[ζ止る。

葉体の生長lζ対するアミノ酸の効果は， 基本t古住液として人工海水 A2

第 1表 “アサクサノリ "の生長とアミノ限との関係

幼完工事u胞 数 主主体の大きさ (7日後)
ア < ノ R主
(添加丞 2.5mgfl) 

12日後 人工海水 A2 人工海水 B2
人工海水 A2

(cm2) (cm2) 

i環 添 1m 31.8 1.65 2.13 

ク' 二ノ Lノ 22.5 2.28 2.34 

日一ア 7 一 ン 43.6 2.94 2.79 

r-ア に ノ 酪駿 30.1 1.74 2.77 

DL-a-ア 7 ニ ン 10.5 1.76 2.24 

DLーゼ ン 36.8 2.81 2.75 

DLチ ロ 乙P ン 8.4 2.11 2.34 

L-アスパラギン被 32.8 2.39 

L-アスパラギン 33.2 2.24 2.64 

L-グ ノレタミン殻 8.4 2.45 

L-グ Jレタ え ン 9.2 2.61 

Lーリジン(塩限嵐) 40.2 2.52 3.16 

L-アルギニン(グ) 11.5 2.24 

L-ヒスチジン(グ) 7.2 2.04 
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を使用した場合，s-アラニシ，ゼ 9Y， 9ジシ，グジ νY，アスパラギシな
どが著しく促進的で 7 日後に対照、の 178~136% に相当する生長を示した。

乙乙に使用した葉体は培養中に赤腐れ病斑を発生したが，s-アラニシ，ゼ P

Y，グ 9VYの存在においては病斑の発生が皆無であった。就中，s-アラニ
シは病斑発生を阻止すると共に最大の生長を示すが，。ーデラニシをそのー構

成成分とするパシトテシ酸 (Ca塩)では病斑発生を阻止し得ない。 これらア

ミノ酸が如何なる機作で赤腐れ病を阻止するかは明らかでないが，或る種の

アミノ酸が Bacillusanthracisの発育に毒作用を示す例(奥貫， 1954)から

類推し，これらアミノ酸が赤腐れ病菌の発育に毒作用を有する可能性が考え

られる，

亦腐れ病の発生は， キレーターを含まない人工海水B2を培養液として

使用しでも阻止し得る。人工海水B2を基本培養液として向上の葉体試料を

用い，生長に対するアミノ酸の直接的効果を検討した結果では， ヲジシが最

も促進効果が大きく 7日後に3.16cm2に達し，これは対照の 148%に相当す

る生長である。かアラニシ，トアミノ酪酸，ゼジシ，アスパラギシ，グノレタ

ミシも極めて有効であり， 対照の 131~123% に相当する生長を示した。 ヒ

スチジシを除く他のアミノ酸も若干の生長促進効果を有する。

第 2表 “アサクサノリ"の成長とプリン類との関係

幼人1工芽2海細日水胞後A数2 
業体の大きさ

プリン類・添加量 7日水後A 
人工海 2 

無 添 加 31.8 1.50 cm2 

尿 酸 5 mgJl 28.3 1.68 

グ 1 28.5 1.72 

グ 0.2 42.6 1.83 

キサンチン 1 17.5 1.60 、
グ 0.2 23.9 1.75 

グアニン(底酸塩)5 19.9 1.85 

グ l 34.8 1.90 

11 0.2 59.3 1.88 

ア r .ー- ン 5 23.4 2.12 

11 1 48.8 2.05 

グ 0.2 29.5 1.97 

- 15ー



94 言語芸員第8巻第3号昭和35年12月

プリシ類を 5-0.2mg/llと添加した人工海水 A2を培持液として， 胞子

発芽休または 1cm2の葉体片を培養した結果は第2表の如くである。なお，

乙乙医用いた莱体は培養仁いに亦l腐れ病の発生を認めない試料である。

幼~!の生長 lζ対しては尿酸 (0.2 mg/l)， グアニン (0.2mg/l)， アデニツ

(1 mg/l)が著しい促進効呆を有し 12日後lζ43-59細胞， 即ち対照の 134~

187% !C::相当する生長を示した。就中，グアニシが最も有効である。

プ リシ類を 1~5mg/l の高濃

度lと添加する|侍は，幼芽の生長lζ

は促進的でないが，二次芽増殖を

促進する。即ち尿酸1-5mg/lを

含む人工潟水 A2で小葉体を培養

した場合では対照、の 8~12 倍の二

次芽が得られた。また，小葉体か

らの離脱細胞を尿酸を種々の濃度

lζ含む人工海水 A21ζ加え，ジャ

ーレ中に10口間前F置したのち観

察された葉状発芽体，糸状発芽体，

メ ーー-... . 
801 /知i開
J 
60:/ 
ωi 
20イX ¥、‘ 原細胞音量… .ー~~・・・・・・申・・・・ ----

i ¥ 仙寺持主 一一二ニニ2 白紙
0+ーヤトー-x-一一
O 之 今 6 8 10 
尿酸刊3/主

原細胞体の剖合は第 1図の如くで 第1図 “アサク ;iノリ"胞子の発芽型と

あるc 即ち ， 尿酸 1~2mg/l では lJR被濃度との関係

糸状発芽が抑制されること， 尿酸 2~10 mg/l で禁状発芽体が著憎し 80~84

%に達するととが知られる。乙れらの現象lζ対して尿酸が如何なる機作を有

しているかは興味深い問題である。

葉体の生長!と対しては尿酸 (0.2mg/ll， キナシチン (0.2mg/l)， グアニ

シ(1mg/l)， アデニン (5mg/l ) が夫々促進効果を有し 7 日後 1.8~2 . 1 cm2 

1と達し， 対照の 117~141% に相当する生長を示した。 葉体の生長促進lζ対

するプ リジ類の最適濃度は幼芽の場合に比して高く ，また幼芽ではグアニジ

が最も著しい促進効果を示すのに対し葉体ではアデニγがむしろ好結果を示
--'-
9 0 

要約

“アサクサノリ"の生長に対するアミノ酸及びプリ γ類の効果を知るた

めに，それらを添加した人工潟水で培養試験を行なった。

得られた結果を要約すれば次の通りである。
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1. ノリ の生長は リジγ，(3ーアラニY，ゼリγ，アスパラギシなどのア

ミノ酸[ζよって若 しく 促進される。

2. ノリの赤I/tt~1，j内 は ß-アラ ニ γ ， ゼリシ ， グ V VY(ζ よって|坊11: し得

る。

3. ノリ の生長はグアニY，アデニγ，尿酸などのプリシ類によって著

しく促進される。

4. ノリの二次芳増殖はプリジ頒lζよって促進される。

Summary 

Th巴 effeClsof amino acicls ancl Pllrines on th巴growthof POIアh.yrawere slllcliecl. 

The experiments were carriecl Ollt lIncler the artificial cllltur巴 conclition

The reslIlts ¥Vere as [ollo¥¥1s: 

1. The grO¥nh of Porphyra was promoted markeclly by the aclclition of amino 

acicls， sllch as Iysine， s・alanine，s巴rineancl asparagin巴.
2. The c1isease“akagllsar巴" of Porphyrα¥Vas preventecl by lhe aclclition of s-

alanine， serin巴 orglycin巴.
3. The growth of POI~ρhyra was promotecl markeclly by th巴aclclitionof Pllrines， 

slIch as gllanine， aclenine， ancl lIric acicl 
4. The asexllal reproclllction of Porph.yra was promolecl by the aclclition of 

pllnnes 
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安藤芳明日
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緒己

1954 'Ifビキニ環礁で行なわれた原隊実験は，いわゆる「放射能マ グロ事

fuをひき起したととでわれわれの記憶に未だ生々し く妓っている。 乙れが
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